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【序】超短パルスレーザーのパルス波形を空間光

変調器（SLM）によって最適化 feedback 制御を

かけ回帰的に波形成形することにより、分子や光

パルスの詳細な構造を知ること無しに化学反応

の制御を実現する研究が盛んに行われている。

我々はα-ペリレン結晶の励起状態の制御につい

て、この波形成形の手法を用いて検討を行ってき

た。既にα-ペリレンの Y 発光の発光効率を約２

倍に増大させるパルス波形が存在することを見

出し、発光機構との関係について論じた。本研究

においてはα-ペリレン結晶から E 発光と Y 発光

（図１）の２つの異なる発光が観測される温度に

おいて、一方の発光効率のみを独立に制御するこ

とが可能であることを示し、このことから得られ

た反応機構に知見について報告する。 
 
【方法】装置図を図２に示す。中心波長 800nm、

時間半値幅 50fs のフェムト秒パルスを回折格

子・円筒レンズ・SLM を通して波形成形した後

サンプルに集光照射し               図１ α-ペリレンの発光 
た。このときの発光をハ 
ーフミラーを用いてそれ

ぞれ Y 発光・Ｅ発光のピ     
ーク波長に測定波長を合

わせた分光器１・２に通し、

光電子増倍管を用いてそ

れぞれの波長の光強度を

検出する。２つの光強度比

を最も変えるようなパル

スを探索するために、 
図２ 装置図 
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評価関数として評価値=10*√(A^2+(10-B)^2) （A はシグナル、B はリファレンスの

光強度）を用いて、それから得られる評価値を PC 上で制御される遺伝的アルゴリズ

ムの feedback 信号として評価値が最大となる方向へとパルス波形を最適化させた。 
 
【結果】分光器の波長をそれぞれ

542nm（Y 発光）、612nm（E 発

光）に設定し、シグナルとして

542nm 光の発光強度を用いて波

形最適化を行い、E 発光強度のみ

を増大させるようなパルス波形の

探索を行った。その結果、時間的

に最圧縮したフーリエ限界（FL
パルスと比較して、Y 発光強度は

変えずにE発光強度のみを選択的

に増大させる波形が存在すること

を見出した（図３）。このことは選

択的に E 発光過程のパスのみを増       図３ E 発光の選択制御 
大させ

）

る制御がパルス波形の最適
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       図 4 Y 発光の選択制御 

化によって可能であることを示し

ている。次に Y 発光を選択的に増

大させる実験を行ったが、現在の

ところE発光の場合に比べてY発

光と共にE発光も増大し（図４）、

顕著な選択性が見られていない。

Y 発光については研究を始めたば

かりであり、これが発光過程に由

来する相違なのかどうか、さらに

検討を行っているところである。
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